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『
知
と
創
造
の
拠
点
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
（
創
立
七
〇
周
年
記
念

図
録
）』
の
編
纂―

新
出
写
真
資
料
の
紹
介
を
中
心
に―

中
　

元
　

崇
　

智
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は
じ
め
に

一
　

『
知
と
創
造
の
拠
点
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
の
編
纂
過
程

二
　

本
部
事
務
局
・
各
部
局
・
生
協
・
職
員
組
合
所
蔵
写
真
資
料
の
収
集
経
緯
と
特
徴

　

（
一
）
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部

　

（
二
）
法
学
研
究
科
・
法
学
部

　

（
三
）
理
学
研
究
科
・
理
学
部

　

（
四
）
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー

　

（
五
）
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

　

（
六
）
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
（
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
）

　

（
七
）
医
学
部
保
健
学
科
（
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
保
健
学
情
報
掛
）

　

（
八
）
広
報
室

　

（
九
）
名
古
屋
大
学
消
費
生
活
協
同
組
合

　

（
一
〇
）
名
古
屋
大
学
職
員
組
合

む
す
び
に
か
え
て
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
知
と
創
造
の
拠
点
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
（
以
下
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
と
略
記
）
の
編
纂
過
程
を
概
観
し
た
上

で
、
本
部
事
務
局
・
各
部
局
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
新
出
写
真
資
料
と
そ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
七
〇
周
年
記

念
図
録
』
は
二
〇
〇
九
年
の
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
（
創
基
一
三
八
周
年
）
を
記
念
し
て
、
前
身
校
か
ら
今
日
の
名
古
屋
大
学
に

至
る
ま
で
の
歴
史
を
、
主
に
写
真
資
料
を
中
心
に
回
顧
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
図
録
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
掲
載
し
た
写
真
に
関
す
る
資
料
の
情
報
・
出
典
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
の
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。

名
古
屋
大
学
　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
あ
い
つ
ぐ
「
自
由
闊
達
」
の
学
府

Ⅰ
　

創
基
か
ら
名
古
屋
帝
国
大
学
の
時
代
　

一
八
七
一―

一
九
四
六

Ⅱ
　

新
制
名
古
屋
大
学
の
出
発
　

一
九
四
七―
一
九
七
〇

Ⅲ
　

名
古
屋
大
学
の
発
展
　

一
九
七
一―

一
九
八
九

Ⅳ
　

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
へ
　

一
九
九
〇―

二
〇
〇
九

資
料
編
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一
　

『
知
と
創
造
の
拠
点
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
の
編
纂
過
程

　

『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
が
編
集
・
発
行
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
経
費
は
、
記
念
事
業
に
関
す
る
総
長
裁
量
経
費
か
ら
支
出
さ
れ
た
。
編
集
・
発
行
の
方
針
等
に
つ
い
て
は
、
総
長
、
常
勤

理
事
、
副
総
長
、
各
部
局
の
長
、
教
育
研
究
評
議
会
評
議
員
、
事
務
局
各
部
長
な
ど
か
ら
な
る
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業

委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
特
に
、
そ
の
下
に
、
担
当
理
事
、
関
係
部
局
の
長
（
大
学
文
書
資
料
室
長
を
含
む
）、
事
務
局
の

関
係
部
長
な
ど
か
ら
な
る
記
念
行
事
委
員
会
が
置
か
れ
、
記
念
式
典
で
配
布
さ
れ
る
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
も
そ
こ
で
議
論
さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
編
集
は
、
大
学
文
書
資
料
室
が
お
こ
な
っ
た
。
羽
賀
祥
二
室
長
の
下
、
掲
載
写
真
の
収
集
・
選
定
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
成

等
は
非
常
勤
研
究
員
（
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
担
当
）
で
あ
る
筆
者
が
担
当
し
た
。
ま
た
、
各
章
の
年
表
お
よ
び
コ
ラ
ム
は
、
記
念

事
業
担
当
非
常
勤
研
究
員
の
今
村
直
樹
が
担
当
し
た
。
さ
ら
に
四
名
の
事
務
補
佐
員
が
、
筆
者
の
業
務
を
補
佐
し
た

）
1
（

。
そ
し
て
堀
田
慎

一
郎
室
員
が
、
こ
う
し
た
業
務
の
統
括
や
名
大
史
資
料
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
た
、
杉
山
寛
行
理
事
、
高
橋
誠
理
事
、
重
網
伯
明
顧
問
、
大
学
文
書
資
料
室
（
羽
賀
祥
二
室
長
以
下
、
関
係
職
員
）、
総
務
部
秘

書
課
（
課
長
以
下
、
関
係
職
員
）
か
ら
な
る
執
筆
委
員
会
が
置
か
れ
、
編
集
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
と
と
も
に
、
多
く
の
有
益
な

指
摘
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
た
。
さ
ら
に
校
正
に
あ
た
っ
て
は
、
杉
山
理
事
、
河
口
正
樹
秘
書
課
専
門
職
員
、
久
田
淳
子
総
務
課
主
任
の

多
大
な
協
力
を
得
た
。

　

こ
の
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
を
制
作
す
る
際
に
主
た
る
参
考
材
料
と
し
た
の
が
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

一
九
九
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
写
真
集
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

一
八
七
一
～
一
九
九
一
』（
以
下
、『
写
真
集
』
と
略
記
）
で
あ
っ
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た
）
2
（

。
同
じ
く
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
『
名
古
屋
大
学
の
歩
み
』
や
各
学
部
か
ら
出
版
さ
れ
た
記
念
写

真
集
も
参
考
に
し
た

）
3
（

。
そ
の
他
に
、
大
学
文
書
資
料
室
が
所
有
す
る
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
膨
大
な
写
真
フ
ァ
イ
ル
（
目
録
で
は

「N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル
」
と
し
た
）
を
編
纂
の
基
軸
に
据
え
た
。
こ
れ
は
『
写
真
集
』
制
作
の
際
に
、
写
真
お
よ
び
接
写
写
真
に
目
録

を
付
し
た
大
部
の
フ
ァ
イ
ル
で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
『
写
真
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

）
4
（

。

　

だ
が
、
上
記
の
『
写
真
集
』
や
写
真
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
特
に
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
関
す
る
写
真
と
『
写
真
集
』
が
刊
行
さ
れ
た

一
九
九
一
年
以
降
の
写
真
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
た
。
一
九
九
一
年
以
降
の
写
真
は
、
主
に
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
の
序
章
お
よ

び
Ⅳ
章
で
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
資
料

）
5
（

や
一
九
九
三
年
か
ら
名
古
屋
大
学
が
発
行
し
て
い
る

『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス

）
6
（

』
な
ど
を
参
照
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ⅲ
章
に
あ
た
る
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
関
す
る
写
真
の
不
足
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ⅱ
章
の
写
真
に
つ
い

て
も
『
写
真
集
』
に
加
え
て
、
さ
ら
に
補
充
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
筆
者
が
二
〇
〇
九
年
五
月
初
旬
よ
り
学
内
の
本
部
事

務
局
お
よ
び
各
部
局
に
照
会
し
、
写
真
類
や
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
所
在
確
認
を
行
っ
た
上
で
、
借
用
申
請
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

各
部
局
か
ら
以
下
の
よ
う
な
写
真
を
中
心
と
す
る
資
料
が
収
集
さ
れ
た
。
次
章
で
は
、
各
部
局
か
ら
収
集
し
た
主
要
な
新
出
写
真
資
料

の
収
集
経
緯
と
そ
の
特
徴
を
収
集
し
た
写
真
と
と
も
に
み
て
い
き
た
い
。
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二
　

本
部
事
務
局
・
各
部
局
・
生
協
・
職
員
組
合
所
蔵
写
真
資
料
の
収
集
経
緯
と
特
徴

（
一
）
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部

　

経
済
学
図
書
室
に
写
真
資
料
の
所
蔵
に
つ
い
て
照
会
し
た
結
果
、
経
済
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
一
五
冊
が
同
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
、
借
用
し
た
。
経
済
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
一
九
五
七
・
一
九
五
八
・
一
九
五
九
・
一
九
六
〇
・
一
九
六
一
・
一
九
六

二
・
一
九
六
三
・
一
九
六
四
・
一
九
六
五
・
一
九
六
六
・
一
九
六
八
・
一
九
六
九
・
一
九
七
〇
・
一
九
七
一
・
一
九
七
二
年
の
全
一
五

冊
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
が
三
冊
、
一
九
六
〇
年
代
が
九
冊
、
一
九
七
〇
年
代
が
三
冊
で
あ
っ
た

）
7
（

。

　

経
済
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
前
の
桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
（
一
九
四
八
～
一
九
五
九
年
）
の
校
舎
・
航
空

写
真
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
以
降
の
名
古
屋
大
学
の
景
観
な
ど
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
〇
～
一
九
七
〇
年
代
に
お
け

る
経
済
学
部
の
変
遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
購
買
部
の
写
真
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
様
子
な
ど
、
学
生
生
活
の
様
相
に
つ
い
て
も

興
味
深
い
写
真
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
経
済
学
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
た
め
、
保
存
状
態
も
良
好
で
あ
っ
た
。

　

『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
は
、
一
九
五
六
年
頃
の
桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
経
済
学
部
正
門
」、「
全
景
」（『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』

二
〇
頁
〔
以
下
、
頁
数
の
み
を
記
す
〕）、「
求
人
票
を
見
る
学
生
」（
二
七
頁
）、「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
周
辺
」（
三
〇
頁
）
を
掲
載
し
た
。

一
方
、
桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
全
景
」
は
、
当
時
の
特
徴
あ
る
桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
群
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
【
写
真
①
】。

一
方
、
一
九
七
〇
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
周
辺
」
は
、
現
在
の
附
属
図
書
館
側
か
ら
豊
田
講
堂
を
の
ぞ
む
も
の
で
あ

り
、
当
時
の
緑
が
ま
ば
ら
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
が
わ
か
る
【
写
真
②
】。
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写真①　全景（桜山キャンパス航空写真・1956 年頃）

写真②　グリーンベルト周辺（1970 年頃）
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（
二
）
法
学
研
究
科
・
法
学
部

　

『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
刊
行
の
直
前
、
法
学
部
で
は
、『
名
古
屋
大
学
法
学
部
創
立
60
周
年
記
念
写
真
集
』
の
刊
行
事
業
が
進
行
中

で
あ
っ
た
（
二
〇
〇
九
年
七
月
刊
行
）。
そ
の
た
め
、『
名
古
屋
大
学
法
学
部
創
立
60
周
年
記
念
写
真
集
』
刊
行
事
業
を
担
当
し
て
い
た

法
学
研
究
科
神
保
文
夫
教
授
を
通
じ
て
、
写
真
資
料
の
借
用
依
頼
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
法
学
部
卒
業
ア
ル
バ

ム
九
冊
お
よ
び
法
学
部
落
成
直
後
の
ア
ル
バ
ム
一
冊
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
た

）
8
（

。

　

法
学
部
よ
り
借
用
し
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
一
九
六
〇
・
一
九
六
二
・
一
九
七
二
・
一
九
八
一
・
一
九
八
三
・
一
九
八
八
・
一
九
九
〇

・
一
九
九
二
・
一
九
九
三
年
の
九
冊
で
あ
る
。
教
官
・
学
生
の
個
人
写
真
以
外
に
は
、
ゼ
ミ
旅
行
・
教
養
部
（
瑞
穂
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
写

真
・
一
九
六
二
年
当
時
の
滝
子
通
り
の
様
子
な
ど
、
学
生
生
活
を
し
の
ば
せ
る
写
真
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
枚
が
、「
法
学
部
の
学
生

た
ち
（
一
九
六
二
年
卒
業
生
）」
で
あ
る
（
二
七
頁
）。
他
に
も
名
大
祭
や
一
九
六
九
年
の
大
学
紛
争
時
に
教
養
部
が
封
鎖
さ
れ
た
際
の

写
真
な
ど
が
あ
り
、
学
内
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
写
真
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
自
体
の
こ
う
し

た
性
格
が
大
き
く
変
容
し
、
パ
ロ
デ
ィ
色
を
強
め
る
一
方
、
カ
ラ
ー
写
真
が
増
加
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
法
学
部
玄
関
写
真
（
一
九
八
三

年
）
や
航
空
写
真
（
一
九
九
〇
年
）
な
ど
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
法
学
部
落
成
直
後
　

建
物
」
と
付
箋
が
貼
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム

で
あ
る

）
9
（

。
こ
の
写
真
に
は
法
学
部
や
豊
田
講
堂
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
法
学
部
の
東
山
移
転
は
一
九
五
九
年
七
月
で
あ
り
、
豊
田
講
堂

の
躯
体
工
事
が
一
九
六
〇
年
三
月
六
日
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
一
九
六
〇
年
三
月
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
推
測

さ
れ
る

）
10
（

。

　

現
在
、
法
学
部
校
舎
と
四
谷
通
り
の
間
は
鬱
蒼
と
し
た
木
々
が
繁
茂
し
て
い
る
が
、
こ
の
写
真
ア
ル
バ
ム
に
よ
る
と
、
当
時
は
草
木

も
ま
ば
ら
で
、
植
樹
が
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
四
谷
通
り
も
未
舗
装
で
あ
り
、
四
谷
通
り
と
名
古

屋
大
学
の
敷
地
の
間
に
も
ほ
と
ん
ど
敷
居
が
な
い
な
ど
、
現
在
の
法
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
と
対
比
す
る
と
大
変
興
味
深
い
。
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（
三
）
理
学
研
究
科
・
理
学
部

　

理
学
研
究
科
物
質
理
学
専
攻
（
化
学
系
）
の
田
中
健
太
郎
教
授
を
通
じ
て
、「
理
学
研
究
科
物
質
理
学
専
攻
所
蔵
資
料
」
お
よ
び
「
化

学
図
書
室
所
蔵
卒
業
ア
ル
バ
ム
資
料
」
を
借
用
し
た
。「
理
学
研
究
科
物
質
理
学
専
攻
所
蔵
資
料
」
は
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
用
刷
版
（
銅
版
）

を
中
心
と
す
る
写
真
類
と
、「
化
学
教
室
名
簿
」・「
名
古
屋
大
学
江
上
研
究
室
関
係
者
名
簿
」な
ど
の
文
書
資
料
類
、モ
ノ
資
料
で
あ
る「
化

学
教
室
看
板
」
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
貴
重
な
も
の
が
銅
版
で
あ
る
。
こ
れ
は
合
計
一
八
枚
あ
り
、
発
見
さ
れ
た
と
き
は
小
包
の
中
に
新
聞
を
間
に
挟
む

形
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
銅
版
は
原
図
を
ゼ
ラ
チ
ン
膜
に
よ
っ
て
銅
板
に
転
写
し
、
銅
板
に
イ
ン
ク
を
塗
り
込
ん
で
紙
に

印
刷
す
る
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
と
い
う
手
法
で
使
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
銅
版
は
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
の
卒
業
記

念
写
真
が
中
心
で
あ
る
が
、
一
九
五
七
年
の
移
転
ま
で
化
学
教
室
が
使
用
し
た
理
学
部
三
号
館
・
四
号
館
を
撮
影
し
た
「
東
山
の
理
学

部
校
舎
」（
一
四
頁
）
の
よ
う
な
写
真
も
あ
る
。「
理
学
部
化
学
科
第
2
回
卒
業
生
（
一
九
四
五
年
）」（
一
四
頁
）
は
、
敗
戦
直
後
の

一
九
四
五
年
九
月
に
旧
制
時
代
の
理
学
部
化
学
科
の
学
生
・
教
官
を
撮
影
し
た
貴
重
な
卒
業
写
真
で
あ
る
【
写
真
③
】。
当
時
の
学
生

や
戦
時
下
で
着
用
さ
れ
た
国
民
服
姿
の
教
官
も
写
っ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　

「
理
学
部
化
学
科
新
制
第
4
回
卒
業
生
（
一
九
五
六
年
）」（
二
一
頁
）
は
、
新
制
第
4
回
卒
業
生
の
写
真
で
あ
り
【
写
真
④
】、
扉

の
横
に
小
さ
く
見
え
る
の
が
「
化
学
教
室
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
製
の
看
板
で
あ
る
（
二
一
頁
）。
こ
の
看
板
は
現
在
も
理
学
研
究
科
物

質
理
学
専
攻
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
当
時
の
化
学
教
室
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
【
写
真
⑤
】。

ま
た
、「
理
学
部
化
学
科
新
制
第
4
回
卒
業
生
（
一
九
五
六
年
）」
は
女
子
学
生
が
三
名
写
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
敗

戦
直
後
の
男
性
だ
け
が
写
っ
た
【
写
真
③
】
と
比
較
す
る
と
、
女
性
が
大
学
に
進
学
し
始
め
た
当
時
の
世
相
が
う
か
が
え
よ
う

）
11
（

。
こ
れ

ら
の
銅
版
は
、
草
創
期
の
名
古
屋
大
学
理
学
部
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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写真④　理学部化学科新制第 4 回卒業生（1956 年）

写真③　理学部化学科第 2 回卒業生（1945 年）
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な
お
、「
化
学
教
室
名
簿
」
は
一
九
五
七
年
に
理
学
部
化
学
教
室
談
話
会
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
名
簿
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
1
回
卒
業
生
（
一
九
四
四
年
）

～
第
15
回
〔
新
制
5
回
〕
卒
業
生
（
一
九
五
七
年
）
お
よ
び
大
学
院
修
士
課
程

の
第
2
回
（
一
九
五
六
年
）・
第
3
回
卒
業
生
（
一
九
五
七
年
）
の
銅
版
か
ら
印

刷
さ
れ
た
写
真
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、「
化
学
図
書
室
所
蔵
卒
業
ア
ル
バ
ム
資
料
」
は
、
理
学
部
数
学
科
・

物
理
学
科
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
一
二
冊
（
一
九
七
二
・
一
九
七
五
・
一
九
八
〇
・

一
九
八
一
・
一
九
八
二
・
一
九
八
三
・
一
九
八
四
・
一
九
八
五
・
一
九
八
六
・
一
九

八
七
・
一
九
八
八
年
・
年
代
不
詳
一
冊
）
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、「
会
計
帳
」

（
一
九
四
一
・
一
九
四
二
年
）、「
入
学
写
真
」（
一
九
四
二
・
一
九
四
三
・
一
九
四
四

年
）
な
ど
、
戦
前
の
資
料
や
写
真
類
も
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。

　

（
四
）
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー

　

総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
に
資
料
照
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
名
古
屋
大

学
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
概
要
」（
一
九
九
九
年
）
他
、
数
点
の
資
料
の

存
在
が
判
明
し
、
借
用
の
許
可
を
得
た
。
こ
の
「
概
要
」
で
は
、
東
山
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
第
一
・
二
・
三
・
四
・
五
の
各
体
育
館
や
、
新
体
育
館
、
屋
内
プ
ー

ル
な
ど
、
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
の
主
要
施
設
が
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介

写真⑤　保存されている化学教室看板



114

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
写
真
や
保
健
管
理
室
の
外
観
、
診
察
器
具
な
ど
設
備
の
写
真
も
存
在
す
る
。

　

（
五
）
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

　

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
は
一
九
七
一
年
に
設
立
さ
れ
た
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
母
体
と
す
る
。
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
に
資
料
の
所
蔵

を
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
時
代
の
写
真
ア
ル
バ
ム
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
、
借
用
し
た
。

　

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
か
ら
借
用
し
た
ア
ル
バ
ム
は
合
計
六
冊
で
あ
り
、
一
冊
の
中
に
複
数
年
度
の
写
真
が
入
っ
た
ア
ル
バ
ム
も
二

冊
あ
る
。（
一
九
七
〇
・
一
九
七
一
・
一
九
七
三
・
一
九
七
六
・
一
九
七
七
・
一
九
七
九
・
一
九
八
一
年
）。
こ
の
ア
ル
バ
ム
で
最
も
古
い

一
九
七
〇
年
は
、「
新
館
竣
工
披
露
写
真
集
」
の
ア
ル
バ
ム
名
称
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
開
始
さ

れ
た
年
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
一
九
八
一
年
は
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
一
〇
周
年
記
念
式
典
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る

）
12
（

。
つ
ま
り
、
大

型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
設
立
か
ら
一
〇
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
ま
で
の
歴
史
を
こ
の
写
真
資
料
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
ア
ル
バ
ム
の
中
に
は
発
足
当
時
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
写
真
や
入
出
力
室
の
写
真
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ル
バ
ム
は
、「
新
シ
ス
テ
ム
披
露
式（
昭
和
五
十
四
年
一
二
月
一
日
）」
と
い
う
名
称
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
搬
入
・
搬
出
の
様
子
も
撮
影
し
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
発
展
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
性
格
を

よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
六
）
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
（
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
）

　

附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
に
ア
ル
バ
ム
資
料
の
所
蔵
照
会
を
行
っ
た
結
果
、
医
学
部
分
館
史
料
室
所
蔵
ア
ル
バ
ム
の
内
、
特
に

『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
作
成
に
必
要
と
判
断
し
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
八
冊
（
一
九
六
五
・
一
九
六
六
・
一
九
六
七
・
一
九
六
八
・
一
九
七
〇
・
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一
九
七
一
・
一
九
七
四
・
一
九
七
五
年
）
を
借
用
し
た
。
こ
の
医
学
部

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
特
徴
は
学
生
生
活
の
写
真
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
パ
や
学
生
食
堂
の
様
子
、
名
大
祭
な
ど
、

多
彩
な
写
真
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
関
係
の
写
真
も
数
多

く
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
も
、「
医
学
部
馬
術
部
（
一
九
六
六

年
頃
）」（
二
七
頁
）・「
医
学
部
エ
ー
デ
ル
・
レ
ー
テ
（
一
九
六
六
年

頃
）」（
二
七
頁
）
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の

鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真
も
あ
り
、
一
九
七
〇
年
頃
の
「
医
学
部
外

来
診
療
棟
」
の
写
真
を
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
掲
載
し
た
（
二
三

頁
）【
写
真
⑥
】。
他
に
は
一
九
六
九
年
の
大
学
紛
争
関
係
の
写
真
も

あ
り
、「
名
大
全
学
総
決
起
集
会
」
の
写
真
（
二
五
頁
）
な
ど
、
大

学
紛
争
時
の
緊
迫
し
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　

（
七
） 

医
学
部
保
健
学
科
（
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
保
健
学
情

報
掛
）

　

医
学
部
保
健
学
科
は
、
一
九
七
七
年
に
名
古
屋
市
大
幸
地
区
に
併

設
さ
れ
た
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
母
体
と
し
、
一
九
九
七
年
一
〇

月
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
時
代
の
写
真
資
料

写真⑥　医学部外来診療棟（1970 年頃）
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の
有
無
に
つ
い
て
、
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
保
健
学
情
報
掛
に
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
、
保
健
学
情
報
掛
を
通
じ
て
卒
業
ア
ル

バ
ム
五
冊
・
ア
ル
バ
ム
一
二
冊
な
ど
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
一
九
八
三
・
一
九
九
三
・
一
九
九
四
・
一
九
九
五
・
一
九
九
六
年
の
も
の
で
あ
り
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
時

代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
ア
ル
バ
ム
は
主
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
時
代
の
入
学
式
・
卒
業
式
関
係
が
中
心
で
あ
り
、
共
通
第
一
次
学
力
試
験
、
合
格

発
表
な
ど
、
学
校
行
事
関
係
の
写
真
も
含
ま
れ
る
。
刊
行
年
は
、
一
九
八
二
～
一
九
八
八
年
で
あ
り
、
年
代
不
詳
の
ア
ル
バ
ム
も
一
点

あ
っ
た
。
ま
た
、「
短
大
校
舎
」（
一
九
八
五
年
）
や
、
改
修
工
事
後
の
校
舎
（
年
代
不
詳
）
の
写
真
な
ど
も
存
在
し
、
医
療
技
術
短
期

大
学
部
時
代
の
校
舎
の
外
観
や
内
部
の
写
真
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
八
）
広
報
室

　

二
〇
〇
九
年
五
月
、
広
報
室
か
ら
大
学
文
書
資
料
室
に
段
ボ
ー
ル
箱
三
箱
分
の
資
料
が
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
一
九
七
四
年

～
一
九
九
九
年
ま
で
の
ア
ル
バ
ム
三
六
冊
と
写
真
お
よ
び
ス
ラ
イ
ド
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
一
冊
、
他
に
未
整
理
の
写
真
多
数
お
よ
び

ネ
ガ
・
ス
ラ
イ
ド
類
が
あ
り
、『
名
古
屋
大
学
の
歩
み
』
や
『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
な
ど
、
学
内
刊
行
物
に
採
用
さ
れ
た
写
真
類
も
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
広
報
室
か
ら
新
た
に
写
真
フ
ァ
イ
ル
六
冊
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
四
年
一
一
月
分
）
を
借
用
し
た
。

こ
の
写
真
フ
ァ
イ
ル
に
は
撮
影
し
た
写
真
だ
け
で
な
く
、
ネ
ガ
や
C 
D―

R
、
デ
ー
タ
の
紙
焼
き
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

広
報
室
が
学
内
刊
行
物
作
成
の
た
め
に
撮
影
し
た
写
真
ア
ル
バ
ム
と
い
う
性
格
か
ら
、
大
学
内
の
行
事
や
建
物
に
関
す
る
写
真
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
多
彩
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
の
写
真
で
は
各
部
局
の
建
物
（『
学
内
写
真
集
〔
昭
四
九
・
一
〇
～
昭

四
九
・
一
一
撮
影
〕』）
や
名
大
祭
、
入
学
式
、
海
部
俊
樹
文
部
大
臣
の
学
内
視
察
（『
学
内
写
真
集
〔
昭
五
二
・
一
～
昭
五
二
・
一
一
〕』）
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な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
八
九
年
一
一
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
『
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
』
と
題
す
る
写
真
ア
ル
バ
ム
も
保
存
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
枚
を
「
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
」（
三
一
頁
）
と
し
て
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
掲
載
し
た
。

最
近
の
写
真
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ー
ン
、
地
下
鉄
開
通
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
写
真
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
名
古
屋
大
学
の
年
中
行
事
な
ど
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
（『
写
真
　

H
一
五
・
一
〇
～
H
一
六
・
二
・
一
九
』）。

（
九
）
名
古
屋
大
学
消
費
生
活
協
同
組
合
（
以
下
、「
生
協
」
と
略
記
）

　

生
協
の
写
真
ア
ル
バ
ム
類
は
、
生
協
本
部
に
ネ
ガ
な
ど
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
生
協
側
の
協
力
に
よ
り
『
七
〇
周
年
記
念
図

録
』
編
纂
に
必
要
な
二
五
点
を
借
用
し
た
。

　

借
用
し
た
資
料
は
、「
名
古
屋
大
学
生
協
創
立
50
周
年
　

50
年
の
歩
み
、
そ
し
て
未
来
へ
」
と
い
う
生
協
創
立
五
〇
周
年
を
記
念

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
除
い
て
、
写
真
ア
ル
バ
ム
や
ア
ル
バ
ム
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
封
筒
入
り
の
写
真
類
で
あ
っ
た
。
年
代
は

一
九
四
九
～
一
九
七
三
年
ま
で
存
在
し
た
名
古
屋
学
生
会
館
の
写
真
で
あ
る
「
名
古
屋
学
生
会
館
関
係
写
真
資
料
」
が
最
も
古
く
、
他

に
、
一
九
六
〇
年
代
が
二
点
、
一
九
七
〇
年
代
が
一
六
点
、
一
九
八
〇
年
代
が
一
点
、
二
〇
〇
〇
年
代
が
一
点
、
年
代
不
詳
が
四
点
の

全
二
五
点
で
あ
っ
た
。
特
に
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
写
真
資
料
が
最
も
多
く
、
一
二
点
が
一
九
七
五
～
七
九
年
の
写
真
ア
ル
バ
ム
で

あ
っ
た
。

　

写
真
資
料
の
内
容
は
、
①
生
協
施
設
関
係
（
生
協
の
新
築
や
そ
れ
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
祝
賀
会
、
施
設
紹
介
と
題
し
た
ア
ル
バ
ム
が

多
い
）、
②
生
協
の
イ
ベ
ン
ト
関
係
（
生
協
強
化
月
間
や
教
職
員
交
流
会
、
セ
ー
ル
な
ど
）、
③
学
生
生
活
関
係
（
名
大
祭
な
ど
）、
④

そ
の
他
（
大
学
紛
争
・
食
堂
喫
茶
の
施
設
改
善
や
「
名
古
屋
学
生
会
館
関
係
写
真
資
料
」
な
ど
）
に
大
別
さ
れ
る
。
①
生
協
施
設
関
係
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の
写
真
で
は
、
一
九
七
七
年
の
北
部
厚
生
会
館
完
成
祝
賀
会
や
南
部
購
買
部
の
様
子
に
加
え
て
、
現
在
は
営
業
し
て
い
な
い
南
部
喫
茶

や
寿
司
店
な
ど
、
名
大
内
の
各
店
舗
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
生
協
の
イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
サ
マ
ー
セ
ー
ル
、
試
食
会

や
生
協
強
化
月
間
に
実
施
さ
れ
た
夕
食
バ
イ
キ
ン
グ
の
様
子
、
③
学
生
生
活
関
係
と
し
て
は
、
一
九
七
一
年
の
名
大
祭
な
ど
が
あ
る
。

④
そ
の
他
に
は
、
一
九
六
九
年
の
大
学
紛
争
関
係
の
写
真
が
充
実
し
て
お
り
、「
活
動
者
会
議
」（
一
九
六
九
年
五
月
一
二
日
）、「
豊
田

講
堂
内
で
の
団
交
」（
五
月
二
〇
日
）、「
全
学
集
会
」（
五
月
二
三
日
）、「
本
部
封
鎖
」（
五
月
二
八
日
）
と
い
う
よ
う
に
、
大
学
紛
争

の
経
過
の
一
部
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
学
生
生
活
実
態
調
査
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
た
「
現
代
の
下
宿
」（
一
九
八
一
年
当
時
）

な
ど
の
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
資
料
か
ら
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
、
一
九
六
九
年
の
大
学
紛
争
関
係
の
写
真
と
し
て
、「
豊
田
講
堂
前
で

の
全
学
団
交
」（
二
五
頁
）・「
封
鎖
さ
れ
た
本
部
」（
二
五
頁
）
を
掲
載
し
た
。
特
に
、「
豊
田
講
堂
前
で
の
全
学
団
交
」
は
豊
田
講
堂

前
の
広
場
を
埋
め
尽
く
し
て
団
交
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
あ
る
【
写
真
⑦
】。
ま
た
、
学
生
生
活
関
係
で
は
一
九
六
〇
年

代
の
学
生
生
活
を
示
す
「
名
大
祭
仮
装
行
列
」（
二
七
頁
）
や
「
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
生
協
本
部
」（
二
七
頁
）
の
写
真
を
掲
載
し
た
。

さ
ら
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
学
生
生
活
の
写
真
と
し
て
、「
一
九
七
七
年
頃
の
中
央
食
堂
」（
三
五
頁
）【
写
真
⑧
】
や
「
生
協
購
買
部
」

（
三
五
頁
）
の
写
真
を
掲
載
し
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
学
生
生
活
の
変
容
が
視
覚
的
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
試
み
た
。

　

（
一
〇
）
名
古
屋
大
学
職
員
組
合

　

名
古
屋
大
学
職
員
組
合
に
資
料
照
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
段
ボ
ー
ル
箱
二
箱
分
の
写
真
資
料
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
ア
ル
バ
ム
に
整
理
さ
れ
た
写
真
は
一
部
で
あ
り
、
他
は
紙
の
ケ
ー
ス
や
菓
子
の
缶
に
一
括
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

写
真
資
料
の
整
理
や
年
代
推
定
に
困
難
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
編
纂
の
最
終
段
階
で
資
料
の
所
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写真⑧　1977 年頃の中央食堂

写真⑦　豊田講堂前での全学団交（1969 年）
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在
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
の
資
料
群
を
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
十
分
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

基
本
的
に
は
、職
員
組
合
の
諸
活
動
（
政
治
運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
職
員
大
会
な
ど
）
に
関
係
す
る
写
真
資
料
が
大
半
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
学
入
試
関
係
の
写
真
や
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
お
け
る
学
内
の
景
観
に
関
す
る
写
真
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該

期
の
写
真
が
比
較
的
少
な
い
名
古
屋
大
学
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
写
真
で
は
な
い
が
、
一
九
八
七
年
に
制
定
さ
れ
た

名
古
屋
大
学
平
和
憲
章
の
制
定
過
程
に
関
す
る
文
書
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
三
冊
も
貴
重
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
平
和
憲
章
に
関
与
し
た
職
員
組
合
が
撮
影
し
た
平
和
憲
章
制
定
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
写
真
や
、
飯
島
学
長
の
名
大
平

和
憲
章
実
現
新
入
生
歓
迎
講
演
会
の
様
子
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ⅲ
章
に
「
教
養
部
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
三
二
頁
）
が

掲
載
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
写
真
資
料
、
特
に
Ⅲ
章
の
「
教
養
部
改
革
」
で
は
写
真
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
当
該
資
料
は
貴
重

で
あ
っ
た
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
の
編
纂
過
程
を
概
観
し
、
本
部
事
務
局
や
各
部
局
・
生
協
・
職
員
組
合
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

新
出
写
真
資
料
の
紹
介
を
行
っ
た
。
そ
の
編
纂
過
程
で
は
、『
写
真
集
』
編
纂
時
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
、
写
真
資
料
を
多
数
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た

）
13
（

。
こ
れ
ら
の
写
真
資
料
は
、
名
古
屋
大
学
の
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

だ
が
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
部
事
務
局
・
各
部
局
間
な
ど
で
、
写
真
資
料

の
残
存
状
況
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
部
局
で
は
全
く
写
真
資
料
が
存
在
し
な
い
一
方
、
管
理
が
行
き

届
い
た
部
局
、
あ
る
い
は
研
究
室
単
位
の
引
き
継
ぎ
が
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
部
局
で
は
、
多
く
の
写
真
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
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ま
た
、
各
学
部
間
で
共
通
し
て
い
た
の
は
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
の
写
真
資
料
の
保
存
状
況
が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
写
真
資
料
を
ど
の
よ
う
に
保
存
す
る
か
、
名
古
屋
大
学
と
し
て
の
統
一
的

な
基
準
が
作
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
大
学
文
書
資
料
室
に
こ
れ
ら
写
真
資
料
が
一
元
的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
今
後
の
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
年
史
編
纂
事
業
に
お
い
て
も
非
常
に
有
益
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
掲
載
写
真
資
料
一
覧

頁数
番号

写
真
資
料
タ
イ
ト
ル

写
真
情
報

年
月
日

備
考

口絵
1

名
古
屋
大
学
整
備
計
画
　

1/6000
東
山
地
区
　
鶴
舞
地
区

1960
『
名
古
屋
大
学
概
要
』
昭
和

35
年
版

1
1

ご
あ
い
さ
つ

名
古
屋
大
学
総
長
　
濱
口
道
成

名
古

屋
大

学
　

ノ
ー

ベ
ル

賞
受

賞
あ

い
つ

ぐ
「

自
由

闊
達

」
の

学
府

2
1

中
日
新
聞

野
依
名
大
教
授
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

2001.10.11

2
2

メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
野
依
良
治
教
授

2001.12.10
共
同
通
信
社
提
供

2
3

（
野
依
良
治
特
別
教
授
の
直
筆
色
紙
）

総
長
室
所
蔵

2
4

名
古
屋
大
学
へ
移
っ
た
頃

前
列

中
央

が
野

依
良

治
特

別
教
授

1968

3
1

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
す
る
野
依
良
治
教
授

共
同
通
信
社
提
供

3
2

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
記
念
講
演
会

2001.12.26

3
3

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
記
念
碑
を
前
に

2001.12.28

4
1

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
式
　
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
小
林

誠
博
士
、
益
川
敏
英
博
士
、
下
村
脩
博
士

共
同
通
信
社
提
供

4
2

（
小
林
誠
特
別
教
授
の
直
筆
色
紙
）

2009.2.6
総
長
室
所
蔵

4
3

（
益
川
敏
英
特
別
教
授
の
直
筆
色
紙
）

2009.2.6
総
長
室
所
蔵

4
4

（
下
村
脩
特
別
教
授
の
直
筆
色
紙
）

2009.3.26
総
長
室
所
蔵

4
5

中
日
新
聞

名
大
ト
リ
オ
金
字
塔

2008.12.11
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4
6

（
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
祝
う
横
断
幕
）

豊
田
講
堂
の
横
断
幕

5
1

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
記
念
講
演

益
川
敏
英
特
別
教
授

2008.12.8

5
2

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
記
念
講
演

小
林
誠
特
別
教
授

2008.12.8

5
3

大
学
院
時
代
の
益
川
敏
英
特
別
教
授
と
小
林
誠
特

別
教
授

5
4

2
人
が
在
籍
し
た

E
研
の
コ
ロ
キ
ウ
ム
　

右
か

ら
3
番

目
が

坂
田

昌
一

教
授

1960
素
粒
子
論
研
究
室
（

E
研
）
所

蔵

6
1

名
古
屋
大
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
ッ
プ
授
与
式

2009.3.26

6
2

第
3
回
平
田
義
正
メ
モ
リ
ア
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
に
て

講
義
を
行
う
下
村
特
別
教
授

2007.2.6

6
3

こ
す
も
す
保
育
園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
さ
れ

喜
ぶ
下
村
特
別
教
授

名
古

屋
大

学
レ

ク
チ

ャ
ー

に
て

2009.3.26

6
4

G
F

P
（

緑
色

蛍
光

た
ん

ぱ
く

質
）

に
つ

い
て

説
明

す
る
下
村
特
別
教
授

名
古

屋
大

学
レ

ク
チ

ャ
ー

に
て

2009.3.26

6
5

名
古
屋
大
学
時
代
の
下
村
特
別
教
授

個
人
蔵

Ⅰ
　

創
基

か
ら

名
古

屋
帝

国
大

学
の

時
代

　
1

8
7

1
―
1

9
4

6
年

表

7
1

名
古
屋
帝
国
大
学
の
誕
生
を
報
じ
る
大
阪
朝
日
新

聞
1939.4.2

朝
日
新
聞
名
古
屋
本
社
提
供

8
1

1884
年
頃
の
愛
知
医
学
校
・
愛
知
病
院

堀
川
か
ら
見
た
全
景

1884
頃

附
属

図
書

館
医

学
部

分
館

医
学

部
史

料
室

所
蔵

（
一

部
修

正
し
て
あ
る
）

9
1

渋
沢
元
治
　
初
代
総
長
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9
2

愛
知
医
大
記
念
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 38

9
3

名
古
屋
帝
国
大
学
　
西
二
葉
町
仮
校
舎

校
門
と
仮
校
舎

1939.9.1
中

日
新

聞
社

提
供

（
N

U
A
写

真
フ
ァ
イ
ル

F
4）

9
4

名
古
屋
帝
国
大
学
之
印

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

10
1

内
藤
東
甫
『
張
州
雑
志
』

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵

10
2

伊
藤
圭
介
の
編
集
し
た
動
物
誌
・
植
物
誌
に
描
か

れ
た
動
植
物

『
錦

図
譜

の
世

界
』（

附
属

図
書

館
2003

年
度

展
示

会
図

録
）
表
紙

10
3

伊
藤
圭
介
（

1803― 1901）
写
真
左

1865
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 2

10
4

『
泰
西
本
草
名
疏
』

シ
ー

ボ
ル

ト
か

ら
贈

ら
れ

た
『

日
本

植
物

誌
』

を
訳

述
編

集
し
た
も
の

1829
『

錦
図

譜
の

世
界

』（
附

属
図

書
館

2003
年

度
展

示
会

図
録
）

p. 4

11
1

「
明
治
初
年
愛
知
県
公
立
病
院
外
科
手
術
の
図
」

左
端

で
和

服
姿

に
眼

鏡
を

か
け

た
の

が
ロ

ー
レ

ツ
、

中
央

で
洋

服
姿
・

片
膝

立
ち

で
執

刀
し

て
い

る
の

が
、

後
藤

新
平
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

1880
頃

附
属

図
書

館
医

学
部

分
館

医
学
部
史
料
室
所
蔵

11
2

後
藤
新
平
　

26
歳

愛
知

医
学

校
長

兼
病

院
長

当
時

奥
州

市
立

後
藤

新
平

記
念

館
提
供

11
3

愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
正
門
遺
構

復
元

保
存
、

国
の

登
録

有
形

文
化
財
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11
4

鶴
舞
に
移
転
後
の
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校

正
門
と
校
舎

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 23

12
1

鶴
舞
公
園
の
竜
ヶ
池
か
ら
見
た
愛
知
県
立
医
学
専

門
学
校

『
大

正
六

年
　

愛
知

県
立

医
学

専
門

学
校

紀
念

帖
』（

大
学

文
書
資
料
室
所
蔵
）

12
2

県
立
愛
知
医
科
大
学
　
組
織
学
実
習

1926
頃

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
A

41）

12
3

第
八
高
等
学
校
校
舎

航
空
写
真

1933年
5
月
頃

中
日
新
聞
社
提
供

12
4

八
高
学
園
祭
の
シ
ン
ボ
ル
「
大
八
高
生
」

『
第

八
高

等
学

校
学

寮
史

』
（

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

A
18）

12
5

八
高
野
球
部
の
対
四
高
戦
勝
利

1925
第

八
高

等
学

校
『

瑞
穂

丘
物

語
』（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
A

16）

12
6

第
八
高
等
学
校
正
門
遺
構

博
物
館
明
治
村
に
現
存

13
1

名
古
屋
高
等
商
業
学
校
　
商
工
心
理
学
実
験

1926
頃

『
名

高
商

1926
年

ア
ル

バ
ム

M
em

oria』（
N

U
A
写

真
フ

ァ
イ
ル

A
10）

13
2

名
古
屋
高
等
商
業
学
校
校
舎

『
名

高
商

1926
年

ア
ル

バ
ム

M
em

oria』（
N

U
A
写

真
フ

ァ
イ
ル

A
9）

13
3

岡
崎
高
等
師
範
学
校
校
舎

『
岡

崎
高

等
師

範
学

校
誌

』
口

絵
、

p. 1

14
1

名
古
屋
帝
国
大
学
開
学
記
念
絵
は
が
き

1943.5.1
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
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14
2

名
古
屋
帝
国
大
学
開
学
記
念
絵
は
が
き

1943.5.1
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

14
3

名
古
屋
帝
国
大
学
初
代
総
長
　
渋
沢
元
治

1943
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 50

14
4

東
山
の
理
学
部
校
舎

1940
年
代

理
学

研
究

科
物

質
理

学
専

攻
所
蔵

14
5

理
学
部
化
学
科
第

2
回
卒
業
生

1945.9
理

学
研

究
科

物
質

理
学

専
攻

所
蔵

14
6

東
山
に
建
設
中
の
理
学
部
校
舎

手
前
が

3
号
館
、
奥
が

4
号
館

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

A
11

15
1

ボ
ー
ト
を
楽
し
む
名
帝
大
の
学
生
た
ち

戦
前

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
F

11）

15
2

戦
時
下
の
「
国
際
交
流
」

日
本

人
学

生
と

揚
煇

荘
衆

善
寮
の
留
学
生
（
中
国
・
タ
イ
・

モ
ン
ゴ
ル
）

戦
前

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
F

11）

15
3

ス
キ
ー
を
楽
し
む
名
帝
大
の
学
生
た
ち

戦
前

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
A

3）

15
4

1942
年
度
理
学
部
化
学
科
授
業
時
間
表

1942
年
度

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
C

14）

15
5

名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
徒
報
国
隊
の
無
医
村
診
療

1942
『

医
者

の
な

い
村

へ
』（

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

A
12）

15
6

空
襲
前
の
医
学
部

鶴
舞
公
園
側
か
ら
見
た
校
舎

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 88

15
7

空
襲
直
後
の
医
学
部

焼
け
残
っ
た
附
属
図
書
館

1945
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 88
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コ
ラ
ム
　
名
古
屋
大
学
の
学
術
資
源
①

16
1

木
曽
馬
「
第
三
春
山
号
」
の
骨
格
標
本

博
物
館
所
蔵

16
2

生
き
写
し
の
模
型
　
ム
ラ
ー
ジ
ュ

天
然
痘
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ

博
物
館
所
蔵

16
3

奈
良
坂
源
一
郎
関
係
資
料

奈
良
坂
源
一
郎
『
蟲
魚
図
譜
』

博
物
館
所
蔵

16
4

大
道
寺
家
文
書

写
真
は
、
年
頭
挨
拶
に
対
す
る

徳
川
吉
宗
か
ら
の
返
礼
文
書

博
物
館
所
蔵

16
5

ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
『
原
生
要
論
』

附
属

図
書

館
医

学
部

分
館

医
学
部
史
料
室
所
蔵

Ⅱ
　

新
制

名
古

屋
大

学
の

出
発

 1
9

4
7

―
1

9
7

0
年

表

17
1

豊
田
講
堂
完
成

正
面
か
ら
見
た
豊
田
講
堂

1960
『
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
』（

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
）

18
1

田
村
春
吉
　
第
二
代
総
長

18
2

勝
沼
精
蔵
　
第
三
代
総
長

18
3

新
制
名
古
屋
大
学
の
印
章

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

19
1

松
坂
佐
一
　
第
四
代
総
長

19
2

篠
原
卯
吉
　
第
五
代
学
長

19
3

第
1
回
　
名
大
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

1960.6.3～
6

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

19
4

1965
年
当
時
の
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所

航
空
写
真

1965
『
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
　

10
年
の

あ
ゆ
み
』

19
5

大
学
紛
争
・
教
養
部
封
鎖

1969.12
個

人
蔵

（
N

U
A
写

真
フ

ァ
イ

ル
F

13）
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20
1

1960
年
当
時
の
名
城
キ
ャ
ン
パ
ス

航
空

写
真
　

天
守

閣
は

再
建

済
1960.4.6

中
日

新
聞

社
提

供
（

N
U

A
写

真
フ
ァ
イ
ル

F
5）

20
2

教
育
学
部
中
庭

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

A
5

20
3

法
学
部
研
究
棟

『
名

古
屋

大
学

学
報

』
313

号
別
冊
、

p. 31

20
4

経
済
学
部
正
門

1956
頃

『
経

済
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1957』

20
5

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
全
景

航
空
写
真

1956
頃

『
経

済
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1957』

20
6

1954
年
頃
の
安
城
キ
ャ
ン
パ
ス

航
空
写
真

1954
頃

『
名
古
屋
大
学
学
報
』

322
号
、

表
紙

20
7

農
学
部
本
館

本
館
・
本
館
前
の
圃
場

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
A

21）

21
1

名
古
屋
大
学
新
聞

東
山

総
合

学
園

計
画

に
関

す
る
記
事

1956.5.25
名

古
屋

大
学

附
属

図
書

館
所

蔵

21
2

整
備
が
進
む

1955
年
頃
の
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス

航
空
写
真

1955
頃

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
F

2）

21
3

1955
年
頃
の
工
学
部

校
舎
と
道
路

1955
頃

個
人

蔵
（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
A

11）

21
4

鏡
ヶ
池
よ
り
工
学
部

2
号
館
を
望
む

1957
『

工
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1953』（

N
U

A
写

真
フ

ァ
イ

ル
A

2）
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21
5

理
学
部
化
学
科
新
制
第

4
回
卒
業
生

1956
『

化
学

教
室

名
簿

』（
理

学
研

究
科
物
質
理
学
専
攻
所
蔵
）

21
6

保
存
さ
れ
て
い
る
化
学
教
室
看
板

新
制

第
4
回

卒
業

生
卒

業
当

時
（

1956
年

）
掲

げ
ら

れ
て

い
た
看
板

理
学

研
究

科
物

質
理

学
専

攻
所
蔵

22
1

東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
豊
田
講
堂

竣
工
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

1960
『
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
』（

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
）

22
2

「
豊
田
講
堂
」

記
事

1960.5.11
『

日
刊

建
設

通
信

』
1960

年
5

月
11

日
号
（

大
学

文
書

資
料

室
所
蔵
）

22
3

正
面
か
ら
見
た
豊
田
講
堂

1963.9
個

人
蔵

（
N

U
A
写

真
フ

ァ
イ

ル
G

7）

22
4

豊
田
講
堂
完
成
記
念
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド

1960.5
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

22
5

古
川
図
書
館
竣
工

豊
田

講
堂

テ
ラ

ス
か

ら
見

た
古
川
図
書
館

1964
竣
工

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

E
9

23
1

1960
年
の
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス

航
空
写
真

1960.4.18
N

U
A
写
真
フ
ァ
イ
ル

A
51

23
2

医
学
部
外
来
診
療
棟

1970
『

医
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1970』

23
3

空
電
研
究
所
第

1
号
太
陽
雑
音
受
信
装
置
と
勝
沼

精
蔵
総
長

1951.3
N

U
A
写
真
フ
ァ
イ
ル

G
20

23
4

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
大
量
に
設
置
し
始
め
た
頃

の
豊
川
キ
ャ
ン
パ
ス

太
陽
地
球
環
境
研
究
所
提
供

24
1

救
援
物
資
を
集
め
る
学
生

1959
中
日
新
聞
社
提
供
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24
2

被
災
者
救
援
活
動

1959
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 150、
151

24
3

被
災
者
救
援
の
感
謝
状
を
も
つ
学
生

表
彰

状
と

記
念

品
の

時
計

を
携
え
て
の
記
念
写
真

『
医

学
部

卒
業

記
念

ア
ル

バ
ム

昭
和

35
年

度
』（

N
U

A
写

真
フ
ァ
イ
ル

A
60）

24
4

名
大
祭
仮
装
行
列

「
耳

な
し

信
介

」
の

プ
ラ

カ
ー

ド
と
岸
信
介
の
人
形

1960
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 154

24
5

安
保
改
定
反
対
デ
モ

デ
モ
行
進
す
る
学
生
た
ち

1960
『

医
学

部
卒

業
記

念
ア

ル
バ

ム
昭

和
35

年
度

』（
N

U
A
写

真
フ
ァ
イ
ル

A
62）

24
6

医
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争

1965
『

医
学

部
卒

業
記

念
ア

ル
バ

ム
昭

和
40

年
度

』（
N

U
A
写

真
フ
ァ
イ
ル

A
66）

25
1

豊
田
講
堂
前
で
の
全
学
団
交

1969.5
『
生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
』

25
2

封
鎖
さ
れ
た
本
部

1969.5
『
生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
』

25
3

デ
モ
を
行
う
学
生
た
ち
と
そ
れ
を
監
視
す
る
機
動

隊
の
車
輌

1969.12
個

人
蔵

（
N

U
A
写

真
フ

ァ
イ

ル
F

13）

25
4

名
大
全
学
総
決
起
集
会

1969.12.18
『
医
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム

1970』

25
5

（
芦

田
学

長
名

で
出

さ
れ

た
凶

器
の

学
内

持
ち

込
み
禁
止
に
関
す
る
掲
示
）

1969.12.23
名

古
屋

大
学

教
養

部
史

関
係

資
料
（
大
学
文
書
資
料
室
）

26
1

名
城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

A
5

26
2

石
炭
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
る
学
生
た
ち

1963
頃

『
教

育
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1963』



131

26
3

公
用
車
で
実
習
に
向
か
う
学
生
た
ち

1964
頃

『
医

学
部

卒
業

記
念

ア
ル

バ
ム

昭
和

39
年

度
』（

N
U

A
写

真
フ
ァ
イ
ル

A
65）

26
4

医
学
部
授
業
風
景

1966
頃

『
医

学
部

卒
業

ア
ル

バ
ム

1967』

26
5

竜
ヶ
池
に
て

ボ
ー
ト
を
操
る
学
生
た
ち

1957
頃

『
医

学
部

卒
業

記
念

ア
ル

バ
ム

昭
和

32
年

度
』（

N
U

A
写

真
フ
ァ
イ
ル

A
58）

26
6

コ
ン
パ
（
瑞
穂
キ
ャ
ン
パ
ス
）

1955.12
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 145

26
7

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
研
究
会

1958
頃

『
経

済
学

部
1958

年
度

卒
業

ア
ル
バ
ム
』（

N
U

A
写
真
フ
ァ

イ
ル

A
49）

26
8

医
学
部
購
買

1961
頃

『
医

学
部

卒
業

記
念

ア
ル

バ
ム

昭
和

36
年

度
』（

N
U

A
写

真
フ
ァ
イ
ル

A
63）

27
1

法
学
部
の
学
生
た
ち
（

1962
年
卒
業
生
）

屋
上
で
の
集
合
写
真

1962
年

『
法

学
部

卒
業

ア
ル

バ
ム

1962』

27
2

嚶
鳴
寮

中
日

新
聞

社
提

供
（

N
U

A
写

真
フ
ァ
イ
ル

F
5）

27
3

医
学
部
エ
ー
デ
ル
・
レ
ー
テ

鶴
舞
公
園
に
て

1966
頃

『
医

学
部

卒
業

ア
ル

バ
ム

1966』

27
4

医
学
部
馬
術
部

1966
頃

『
医

学
部

卒
業

ア
ル

バ
ム

1966』
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27
5

名
大
祭
仮
装
行
列

1969
頃

『
生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
』

27
6

理
学
部
大
学
祭

1964
頃

『
昭

和
39

年
度
　

物
理

卒
業

ア
ル
バ
ム
』（

N
U

A
写
真
フ
ァ

イ
ル

A
14）

27
7

求
人
票
を
見
る
学
生

1958
頃

『
経

済
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1958』

27
8

東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
生
協
本
部

『
生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
』

コ
ラ
ム
　
名
古
屋
大
学
の
学
術
資
源
②

28
1

電
子
顕
微
鏡

写
真

1
は
国
産
初
の

H
U

―
2
型

電
子

顕
微

鏡
、

写
真

2
は

125
万
ボ
ル
ト
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡

エ
コ

ト
ピ

ア
科

学
研

究
所

超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
施
設
所
蔵

28
2

ヒ
ル
ベ
ル
ト
文
庫

写
真

は
ヒ

ル
ベ

ル
ト

本
人

の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み

数
理
科
学
図
書
室
所
蔵

28
3

石
井
文
庫

写
真

1
は

書
庫
、

写
真

2・
3

は
「

広
益

地
錦

抄
」（

享
保

4
〔

1719〕
年
）

生
命
農
学
図
書
室
所
蔵

28
4

渋
沢
元
治
関
係
資
料

『
草

創
期

の
名

古
屋

大
学

と
初

代
総

長
渋

沢
元

治
』（

名
大

史
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
6）

表
紙

と
、

書
庫

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

Ⅲ
　

名
古

屋
大

学
の

発
展

　
1

9
7

1
―
1

9
8

9
年

表

29
1

中
央
図
書
館
完
成

1981
『

学
生

便
覧

』
昭

和
57

年
版
、

表
紙
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30
1

芦
田
淳
　
第
六
代
学
長

30
2

石
塚
直
隆
　
第
七
代
学
長

30
3

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
周
辺

1970
頃

『
経

済
学

部
卒

業
ア

ル
バ

ム
1970』

31
1

飯
島
宗
一
　
第
八
代
学
長

31
2

早
川
幸
男
　
第
九
代
学
長

31
3

第
25

回
　
名
大
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

反
攻

1984.6.5～
10

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

31
4

平
和
憲
章
ポ
ス
タ
ー

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 217

31
5

名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

1989.11.9
『

名
古

屋
大

学
創

立
五

十
周

年
記

念
式

典
』（

大
学

文
書

資
料

室
所
蔵
）

32
1

『
名
大
ニ
ュ
ー
ス
』

4
年
一
貫
教
育
検
討
委
員
会
の

答
申
に
つ
い
て

1977.9.1

32
2

名
古
屋
大
学
新
聞

名
大

改
革

委
員

会
で

一
致
　

教
養
学
部
を
設
立

1975.4.10

32
3

教
養
部
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1978.2.4
職
員
組
合
提
供

32
4

教
養
部
改
革
調
査
報
告
書

平
成

元
年

・
平

成
2
年
・

平
成

3
年

1989～
1991

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

33
1

タ
イ
　
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
代
表
団
の
来
訪

中
央
は
早
川
学
長

1988

33
2

サ
ン
ジ
ャ
イ
・
ガ
ン
ジ
ー
医
科
学
研
究
所
と
の
医

療
協
力
協
定
の
調
印

1990
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 214
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33
3

工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
留
学
生
特
別
コ
ー
ス

開
設
式

1987
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 215

33
4

留
学
生
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

1988

33
5

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス

1982
『

写
真

集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 213

34
1

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

B
3

34
2

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

34
3

年
代
測
定
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー

『
タ

ン
デ

ト
ロ

ン
加

速
器

質
量

分
析

計
放

射
性

炭
素

計
測

シ
ス
テ
ム
』
表
紙

34
4

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 194、
195

34
5

遺
伝
子
実
験
施
設

34
6

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

B
2

34
7

先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

1990
頃

『
先

端
技

術
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
　

施
設

竣
工

記
念
特
集
号
』
裏
表
紙

34
8

総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー

体
力
測
定
中
の
瀬
古
利
彦

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 200

34
9

水
圏
科
学
研
究
所

N
U

A
写
真
フ
ァ
イ
ル

B
1

35
1

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
風
景

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 177
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35
2

農
学
部
学
生
実
験

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 185

35
3

1977
年
頃
の
中
央
食
堂

1977
頃

『
生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
』

35
4

生
協
購
買
部

1979
頃

『
生
協
所
蔵
ア
ル
バ
ム
』

35
5

法
学
部
　

L
1― 21

ク
ラ
ス
入
学
時
集
合
写
真

1973
個
人
蔵

35
6

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

『
写

真
集
　

名
古

屋
大

学
の

歴
史
』

p. 209

35
7

名
古

屋
大

学
交

響
楽

団
創

立
30

周
年

記
念
　

第
47

回
定
期
演
奏
会

1985
「

名
古

屋
大

学
交

響
楽

団
資

料
」（

大
学
文
書
資
料
室
寄
託
）

コ
ラ
ム
　
名
古
屋
大
学
の
学
術
資
源
③

36
1

高
木
家
文
書

写
真

1
は
木
曽
三
川
流
域
大
絵

図
（

幕
末

頃
）、

写
真

2
は

普
請
目
論
見
絵
図（

宝
暦

3〔
1753〕

年
）

附
属
図
書
館
所
蔵

36
2

神
宮
皇
学
館
文
庫

写
真

1
は
『

源
氏

物
語

』
桐

壷
の

巻
（

近
世

前
期

写
）、

写
真

2
は
奈
良
絵
本『

さ
こ
ろ
も
』

（
近
世
前
期
写
）

附
属
図
書
館
所
蔵

36
3

青
木
文
庫

写
真

1
は
「
瑤
池
に
寿
を
上
る
」

図
（『

新
春
画
冊
』
第
一
）、

写
真

2
は
「
三
国
志
演
義
」
の
場

面
を

描
い

た
も

の
（『

新
春

画
冊
』
第
二
）

附
属
図
書
館
所
蔵
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36
4

伊
藤
圭
介
文
庫

『
錦

植
物

図
説

』
に

描
か

れ
た
フ
ヨ
ウ
（
写
真

1）
と
ツ
バ

キ
（
写
真

2）
附
属
図
書
館
所
蔵

Ⅳ
　

国
立

大
学

法
人

名
古

屋
大

学
へ

　
1

9
9

0
―
2

0
0

9
〔

年
表

〕

37
1

豊
田
講
堂
改
修
竣
工

正
面
か
ら
見
た
豊
田
講
堂

2007

38
1

加
藤
延
夫
　
第
十
代
総
長

38
2

松
尾
稔
　
第
十
一
代
総
長

38
3

名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
創
刊
号

1993.2

38
4

情
報
文
化
学
部
設
置

記
念

式
典

の
写

真
、

加
藤

総
長
の
挨
拶

1993.10.1

39
1

平
野
眞
一
　
第
十
二
代
総
長

39
2

濵
口
道
成
　
第
十
三
代
総
長

39
3

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
発
足

2004.4.1

39
4

第
50

回
　
名
大
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

愛
さ
れ
て
、
は
ん
せ
い
き

2009.6.5～
7

大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

39
5

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
の
印

40
1

赤
﨑
勇

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

40
2

飯
島
澄
男

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

40
3

小
林
誠

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

40
4

佐
藤
彰
一

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

40
5

下
村
脩

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

40
6

野
依
良
治

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

40
7

益
川
敏
英

高
等
研
究
院
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
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40
8

名
古
屋
大
学
レ
ク
チ
ャ
ー

2008.7.12

40
9

高
等
研
究
院

2004.1

41
1

宇
宙

基
礎

原
理

の
探

求
―
素

粒
子

か
ら

太
陽

系
、

宇
宙
に
至
る
包
括
的
理
解

―
グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

41
2

マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
教
育
研
究
拠
点

グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

41
3

分
子
性
機
能
物
質
科
学
の
国
際
教
育
研
究
拠
点
形
成

グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

41
4

地
球
学
か
ら
基
礎
・
臨
床
環
境
学
へ
の
展
開

グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

41
5

機
能
分
子
医
学
へ
の
神
経
疾
患
・
腫
瘍
の
融
合
拠

点
：

L
C

-M
S
装
置

グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

41
6

シ
ス
テ
ム
生
命
科
学
の
展
開
：
生
命
機
能
の
設
計

グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

41
7

テ
ク
ス
ト
布
置
の
解
釈
学
的
研
究
と
教
育

グ
ロ
ー
バ
ル

CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

42
1

国
際
学
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（

A
C

21）
設
立

2002.6.24

42
2

第
1
回

A
C

21
学
生
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム

2005.7.29～
8.8

42
3

タ
イ
・
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
研
究
所
、
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン

大
学
院
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
調
印

署
名

後
、

文
書

を
取

り
交

わ
す

平
野

総
長

と
チ

ュ
ラ

ポ
ー

ン
王
女

2008.1.21～
23

42
4

留
学
生
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

模
擬
面
接
の
様
子

2008.2.21

42
5

名
古
屋
大
学

-U
C

L
A
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2007.3.26～
27

42
6

卒
業
・
修
了
留
学
生
を
送
る
夕
べ

2009

43
1

第
1
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド

2006.2.6～
7

43
2

中
日
新
聞

名
大

、
上

海
事

務
所

オ
ー

プ
ン

2005.11.11
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43
3

ベ
ト
ナ
ム
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
所
式

握
手

す
る

タ
ム

学
長

と
松

浦
法
学
研
究
科
長

2007.9.7

43
4

カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
所
式

覚
書

に
署

名
す

る
松

浦
法

学
研
究
科
長
と
ゴ
イ
学
長

2008.9.5

43
5

成
均
館
大
学
が
名
誉
博
士
号
を
濵
口
総
長
に
授
与

名
誉
博
士
号
授
与
式
の
様
子

2009.7.27

43
6

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

ス
モ

ー
ル

ワ
ー

ル
ド
・

コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
」
に
て

2007.5

43
7

留
学
生
セ
ン
タ
ー

2001
竣
工

44
1

国
際
開
発
研
究
科

1991
設
置

44
2

多
元
数
理
科
学
研
究
科

1995
設
置

44
3

環
境
学
研
究
科

2001
設
置

44
4

情
報
科
学
研
究
科

2003
設
置

44
5

4
年
一
貫
教
育
を
開
始

1994.7.20

44
6

医
学
部
保
健
学
科

銘
板
を
掲
げ
る
加
藤
総
長

1997
設
置

44
7

国
際
言
語
文
化
研
究
科
設
置
記
念
式
典

式
辞
を
述
べ
る
松
尾
総
長

1998
設
置

45
1

「
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
」
の
看
板
除
幕

平
野
総
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

2004.4.1

45
2

中
日
新
聞

国
立

大
法

人
化
「

競
争

の
時

代
」
へ
覚
悟

2004.4.1

45
3

毎
日
新
聞

名
大

が
第

1
回

の
経

営
協

議
会
開
く

2004.4.4

45
4

第
1
回
経
営
協
議
会

2004.4.3

46
1

入
学
式

平
成

14
年
度
入
学
式
の
模
様

2002.4.8
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46
2

総
長
講
義
「
名
大
の
歴
史
を
た
ど
る
」

講
義

す
る

平
野

総
長

と
聞

き
入
る
学
生
た
ち

2007.6.26

46
3

医
学
部
診
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
室
で
医
療
面
接

の
練
習

46
4

（
名
大
観
世
会
）

名
古

屋
能

楽
堂

で
行

わ
れ

た
自
演
会
　
能
「
船
弁
慶
」

2007.12.8

46
5

（
軽
音
楽
部
）

名
古

屋
市

青
少

年
文

化
セ

ン
タ

ー
で

行
わ

れ
た

定
期

演
奏

会
の
様
子

2009.1.17

46
6

卒
業
式
に
て

豊
田
講
堂
前
で
の
集
合
写
真

2005.3.25

46
7

合
格
発
表

胴
上
げ
さ
れ
る
受
験
生

2006.3.9

47
1

第
46

回
名
大
祭

ス
テ
ー
ジ
で
踊
る
学
生
の
姿

2005.6.2～
5

47
2

名
古
屋
大
学
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム
準
優
勝

開
発

マ
シ

ン
を

前
に

し
た

記
念
写
真

2006.9

47
3

女
子
陸
上
競
技
部
　
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
出
場

記
念
写
真

2007.9.2

47
4

（
航
空
部
）

木
曽

川
滑

空
場

で
行

わ
れ

た
新

入
生

向
け

グ
ラ

イ
ダ

ー
体

験
搭
乗

2008.4.19

47
5

（
柔
道
部
）

柔
道
部
提
供

47
6

（
新
緑
の
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
横
の
小
路

2009.4.13

47
7

「
フ

ァ
ミ

リ
ー

マ
ー

ト
　

名
古

屋
大

学
店

」
オ

ー
プ
ン

平
野
総
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

2006.7.24

47
8

和
式
馬
術
部

流
鏑

馬
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン
の
様
子

2007.11.4
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48
1

（「
名
古
屋
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
の
ア
ー

チ
と
豊
田
講
堂
）

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

2005.10.23

48
2

F
1
カ
ー
の
展
示

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

2005.10.23

48
3

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

2008.10.18

48
4

第
15

回
名
古
屋
大
学
博
物
館
企
画
展

2008.10.7～
11.8

48
5

全
学
同
窓
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
豊
田
章
一
郎
会
長

2004.10.27

48
6

宇
宙
飛
行
士
の
星
出
彰
彦
さ
ん
を
囲
む
会

第
2
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

2006

48
7

名
古
屋
大
学
全
学
同
窓
会
第

3
回
総
会

男
性
合
唱
団

O
B
に
よ
る
合
唱

2004.10.17

48
8

名
古
屋
大
学
全
学
同
窓
会
北
京
支
部
設
立

記
念
撮
影

2007.5.21

49
1

博
物
館
「
ミ
ク
ロ
の
探
検
隊
」

49
2

日
本
数
学
コ
ン
ク
ー
ル

真
剣

に
問

題
に

取
り

組
む

参
加
者
の
様
子

2006.8.13

49
3

附
属
図
書
館
特
別
展

49
4

大
学
文
書
資
料
室

豊
田
講
堂
改
修
竣
工
式
・
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

49
5

名
古
屋
大
学
懇
話
会

加
藤

総
長

と
懇

話
会

第
7
回

会
合

1997.2.24

49
6

災
害
対
策
室
の
中
越
沖
地
震
災
害
へ
の
支
援
活
動

に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式

2008.7.1

49
7

「
古
紙
・
紙
ご
み
再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
」
ス
タ
ー
ト

2000.10.1
ス

タ
ー
ト

49
8

下
宿
用
品
リ
ユ
ー
ス
市

2006.4.4

49
9

「
名
チ
ャ
リ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2006
年

度
ス
タ

ー
ト
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50
1

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

2008

50
2

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

2008

50
3

第
1
回
名
古
屋
大
学
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

2003.12.17

50
4

第
1
回
名
古
屋
大
学
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

2003.12.17

50
5

第
4
回
名
古
屋
大
学
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

2006.1.24

50
6

第
3
回
予
防
早
期
医
療
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

2009

50
7

第
3
回
予
防
早
期
医
療
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

2009

51
1

東
山
地
区

航
空
写
真

2009.3.21

51
2

鶴
舞
地
区

航
空
写
真

2009.3.21

51
3

大
幸
地
区

航
空
写
真

2009.3.21

52
1

名
古
屋
大
学
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン

1992
年

竣
工

当
時

52
2

広
報
プ
ラ
ザ

1993
年
竣
工

52
3

看
護
師
宿
舎

鶴
舞
地
区

2008
竣
工

52
4

赤
﨑
記
念
研
究
館

2006
竣
工

52
5

グ
ル
ー
ン
ベ
ル
ト

荒
川
印
刷
提
供

52
6

国
際
嚶
鳴
館

2002
竣
工

52
7

IB
電
子
情
報
館

2003
完
成

53
1

野
依
記
念
物
質
科
学
研
究
館

2003
竣
工

53
2

理
学
館

2003
竣
工

53
3

文
系
総
合
館

2002
竣
工
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53
4

野
依
記
念
学
術
交
流
館

2003
竣
工

54
1

改
修
後
の
豊
田
講
堂

『
T

O
YO

D
A

 A
U

D
IT

O
R

IU
M
』、

豊
田
講
堂
改
修
竣
工
式
・
同
竣

工
記

念
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
イ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

54
2

豊
田
講
堂

2
階
展
示
室

2008.6.7

54
3

附
属
病
院
中
央
診
療
棟

鶴
舞
地
区

2005
竣
工

54
4

フ
ォ
レ
ス
ト

書
店
と
カ
フ
ェ

2006
竣
工

54
5

こ
す
も
す
保
育
園

2006
設
置

2009
増
築

54
6

こ
す
も
す
保
育
園

2006
設
置

2009
増
築

54
7

全
学
教
育
棟

2009
竣
工

54
8

医
学
部
保
健
学
科
東
館

大
幸
地
区

2006
竣
工

コ
ラ
ム
　
名
古
屋
大
学
の
学
術
資
源
④

55
1

長
谷
川
文
庫

ド
イ
ツ
の
学
位
論
文
と
書
庫

附
属
図
書
館
所
蔵

55
2

真
継
家
文
書

写
真

は
固

関
勅

符
（

延
享

4
〔

1747〕
年
）

文
学
研
究
科
所
蔵

55
3

瀧
川
文
庫

瀧
川
幸
辰
肖
像
写
真
と
書
庫

附
属
図
書
館
所
蔵

55
4

イ
ギ
リ
ス
革
命
関
係
文
献
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

書
庫

経
済
学
図
書
室
所
蔵

55
5

旧
制
学
校
一
覧

教
育
発
達
科
学
図
書
室
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付録
1

完
成
後
ノ
名
古
屋
帝
國
大
學
　
其
ノ
一

絵
葉
書

1943.5.1
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

付録
2

完
成
後
ノ
名
古
屋
帝
國
大
學
　
其
ノ
二

絵
葉
書

1943.5.1
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵

資
料

編
（

p
. 5

7
～

6
3

）

名
古

屋
大

学
学

術
憲

章
　

組
織

図
　

役
員

等
・

経
営

協
議

会
委

員
　

役
職

員
　

職
員

数
　

附
属

図
書

館
　

医
学

部
附

属
病

院
　

学
生

の
状

況
　

学
部

入
学

者
選

抜
の

概
要
　

卒
業
・

修
了

者
　

グ
ロ

ー
バ

ル
C

O
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

採
択

拠
点

一
覧
　

G
P

（「
国

私
立

大
学

を
通

じ
た

大
学

教
育

改
革

の
支

援
」

事
業

）
21

世
紀

C
O

E
プ

ロ
グ

ラ
ム

採
択

拠
点

一
覧
　

国
際

交
流

活
動
　

社
会

と
の

連
携

教
育
　

財
政

状
況

（
平
成

20
年
度
予
算
決
算
額
）
土
地
及
び
建
物
　
全
学
同
窓
会
支
部

60
1

平
成

21
年
度
入
学
式

濵
口
総
長

2009.4.5

62
1

日
本
法
教
育
セ
ン
タ
ー

3
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー

左
：

モ
ン

ゴ
ル

教
育

科
学

省
ク
ラ
ン
ダ
ー
副
大
臣

63
1

生
命
農
学
研
究
科
附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
　
東
郷
フ
ィ
ー
ル
ド

63
2

理
学
研
究
科
附
属
臨
海
実
験
所

外
観

63
3

太
陽
地
球
環
境
研
究
所
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
　
陸
別
観
測
所

外
観

口絵
1

名
古
屋
帝
国
大
学
新
敷
地
並
建
物
配
置
図

東
山
地
区

1943
「
名
古
屋
帝
国
大
学
要
覧
」

【
注
記
】

1、
 N

U
A
写
真
フ
ァ
イ
ル
と
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
『
写
真
集
　
名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

1871
～

1991』
作
成
の
際
に
収
集
さ
れ
た
写
真
及
び
接
写
写
真
に
目
録
を
付
し
た
大
部
の
フ
ァ
イ
ル
で
あ
り
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
（

N
U

A
）
が

所
蔵
し
て
い
る
。

2、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
ア
ル
バ
ム
類
で
名
称
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
宜
内
容
か
ら
判
断
し
て
名
称
を
付
し
た
。

3、
個
人
の
所
蔵
、
あ
る
い
は
個
人
か
ら
提
供
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
括
し
て
「
個
人
蔵
」
と
し
た
。
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注

（
1
）
四
名
の
事
務
補
佐
員
は
井
筒
康
人
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）、
淺
野
麻
衣
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
後
期
課
程
）、
伊
藤
光
雅
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
）、
山
田
裕
輝
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

前
期
課
程
）
で
あ
る
。

（
2
）
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
『
写
真
集
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

1 

8 

7 

1
～
1 

9 

9 

1
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）。

（
3
）
名
古
屋
大
学
庶
務
部
庶
務
課
『
名
古
屋
大
学
の
歩
み
』（
一
九
八
九
年
）。
ま
た
、
各
部
局
で
も
創
立
五
十
周
年
な
ど
を
記
念
し
て
写
真
集
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
名
古
屋
大
学
法
学
部
で
は
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
『
名
古
屋
大
学
法
学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
写
真
集
』（
名
古
屋
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
・
法
学
部
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
、
創
立
六
〇
周
年
を
記
念
し
て
『
名
古
屋
大
学
法
学
部
創
立
6 

0
周
年
記
念
写
真
集
』（
名
古
屋

大
学
法
学
研
究
科
・
法
学
部
、
二
〇
〇
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
の
前
身
名
古
屋
大
学
史
編
集
室
が
収
集
し
た
名
古
屋
大
学
関
係
の
写
真
点
数
は
六
五
〇
〇
枚
余
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
約
一
〇
分
の
一
が
『
写
真
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
（
加
藤
延
夫
「
編
集
後
記
」〔
前
掲
『
写
真
集
』
巻
末
〕）。

（
5
）
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
資
料
と
し
て
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
は
「
名
古
屋
帝
国
大
学
之
印
」（
九
頁
）
や
「
名
古
屋
帝
国
大
学
開
学
記
念
絵
は
が
き
」

な
ど（
一
四
頁
）の
貴
重
な
モ
ノ
資
料
、「
鶴
舞
公
園
の
竜
ヶ
池
か
ら
見
た
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
」（『
大
正
六
年
　

愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
紀
念
帖
』

所
収
、
一
二
頁
）
な
ど
の
重
要
な
写
真
資
料
を
掲
載
し
た
。

（
6
）『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
は
一
九
九
三
年
二
月
の
創
刊
号
以
降
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
現
在
で
一
九
九
号
を
数
え
、
現
在
は
名
古
屋
大
学
広
報
室
が
編
集
・

発
行
を
行
っ
て
い
る
。『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
は
名
古
屋
大
学
の
構
成
員
間
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
名
古
屋
大
学
の
主
要
な
出
来
事

や
話
題
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
性
を
重
視
し
た
記
事
を
中
心
に
提
供
し
て
い
る
冊
子
で
あ
る
。

（
7
）
そ
の
後
、
経
済
学
図
書
室
か
ら
さ
ら
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
一
冊
が
発
見
さ
れ
た
。

（
8
）
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
法
学
部
の
倉
庫
か
ら
さ
ら
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
刊
行
後
に
発
見
さ

れ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
『
七
〇
周
年
記
念
図
録
』
に
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
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（
9
）
な
お
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
末
尾
の
注
記
で
「
法
学
部
、
豊
田
講
堂
等
」
と
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
東
北
大
学
祖
川
武
夫
教
授
が
名
大
を

視
察
に
来
て
撮
影
し
た
も
の
」
と
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
五
月
七
日
に
富
岡
仁
教
授
（
名
古
屋
大
学
法
学
部
助
手
な
ど
を
経
て
現
在
名
古
屋
経
済
大
学
教

授
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
山
口
拓
史
『
豊
田
講
堂―

Toyoda　

A
uditorium

―

』（
名
大
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
9
、
二
〇
〇
四
年
）、
二
九
頁
。

（
11
）
一
九
五
六
年
の
理
学
部
化
学
教
室
卒
業
生
は
一
五
名
、
そ
の
内
三
名
が
女
性
で
あ
っ
た
（『
化
学
教
室
名
簿
』）。
当
該
期
の
名
古
屋
大
学
全
体
の
学
生

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
史
料
の
制
約
上
不
明
で
あ
る
が
、
化
学
科
で
は
一
九
四
四
年
の
第
一
回
卒
業
生
以
降
、
一
九
五
一
年
ま
で
女
性
の
卒
業
生
は

存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
二
年
の
一
名
を
皮
切
り
に
、
一
九
五
三
年
（
旧
制
二
名
）、
一
九
五
三
年
（
新
制
二
名
）、
一
九
五
四
年
（
二
名
）、

一
九
五
五
年
（
二
名
）、
一
九
五
六
年
（
三
名
）、
一
九
五
七
年
（
〇
名
）
と
、
一
九
五
七
年
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る

（『
化
学
教
室
名
簿
』）。
な
お
、
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
用
刷
板
（
銅
版
）
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
の
高
橋
則
英
教
授
の
ご
教
示

を
受
け
た
。
紙
上
を
借
り
て
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
12
）
な
お
、
こ
の
年
に
は
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
、『
10
年
史
　

名
古
屋
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
残
存
し

た
写
真
資
料
が
一
九
七
〇
～
一
九
八
一
年
ま
で
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
他
に
エ
コ
ト
ピ
ア
科
学
研
究
所
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
施
設
、
数
理
科
学
図
書
室
、
生

命
農
学
図
書
室
、
文
学
研
究
科
、
文
学
図
書
室
、
教
育
発
達
科
学
図
書
室
、
理
学
部
物
理
学
教
室
素
粒
子
論
研
究
室
（
E
研
）、
太
陽
地
球
環
境
研
究
所
、

博
物
館
、
附
属
図
書
館
お
よ
び
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
な
ど
の
学
内
各
部
局
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、
総
務
部
秘
書
室
、
総
務
部
総
務
課
、

施
設
管
理
部
な
ど
の
本
部
事
務
局
や
グ
ロ
ー
バ
ル
C 

O 

E
か
ら
も
資
料
提
供
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、体
育
会
柔
道
部
や
名
大
祭
本
部
実
行
委
員
会
、

学
内
関
係
者
に
加
え
て
、
共
同
通
信
社
、
中
日
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
中
部
本
社
、
朝
日
新
聞
名
古
屋
本
社
、
奥
州
市
立
後
藤
新
平
記
念
館
な
ど
の
学
外

諸
機
関
か
ら
も
資
料
提
供
を
受
け
た
。
紙
上
を
借
り
て
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
な
か
も
と
・
た
か
と
し
　

大
学
文
書
資
料
室
）




